
新潟県におけるRSウイルスの
流行動向と分子疫学的解析
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RSウイルス感染症について １

• RSウイルスに感染することでおきる呼吸器感染症。
• 症状：発熱、鼻水などの感冒様症状。重症化して気管
支炎、肺炎などを起こすことがある。

• ほぼすべてのヒトが幼児期に感染する。
• 感染しても終生免疫とならない。
• 成人にも容易に再感染する。
• 高齢者の重症例も問題となっている。
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RSウイルス感染症について ２

• 感染経路：飛沫感染、接触感染
• 治療：抗ウイルス薬なし。対症療法のみ。
• 予防：RSウイルス特異的抗体の投与

対象：感染により重症化しやすい未熟児や基礎疾患を持つ
乳幼児のみ

2023年 国内初となるワクチン製造販売が承認された
9月 60歳以上の成人向けワクチン

11月 母子免疫を目的とした妊婦向けワクチン
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研究目的

RSウイルスワクチンの導入により、RSウイルス感
染症の流行規模、遺伝子型が変化する可能性は高い。

導入前の基礎的データとして、新潟県内のRSウイ
ルスの流行状況を把握する。
ウイルス遺伝子を解析し、流行規模等との関連性
を調べる。

2018(平成30)年度～2019(令和元)年度 特定研究
2020(令和２)年度～2022(令和４)年度 経常研究
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研究概要
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1. 県内のRSウイルス流行状況の把握
感染症発生動向調査 5類感染症（定点把握）
小児科定点医療機関から週ごとに報告される患者数（年齢別、
性別）を集計。

2．患者検体からのRSウイルス検出動向の把握
対象：病原体サーベイランス検体、積極的疫学調査検体
方法：ウイルス分離

検体からのRSウイルス遺伝子検出及びサブグループ型別
RSウイルス遺伝子解析（Gタンパク質コード領域）

調査結果１： RSｳｲﾙｽ感染症定点あたり患者報告数
新潟県 2018年～2022年
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7月から患者報告数増加
流行のピークは9月上旬

1月 | 2月 | 3月 | 4月 | 5月 | 6月 | 7月 | 8月 | 9月 | 10月 | 11月 | 12月

2018年 2019年

2020年
明らかな流行のピーク
がみられない

2021年
6～9月まで流行。
集計開始以降最も多い患者報告数
8月上旬(第31週)

2022年
10月～患者報告数増加。
流行のピークは11月下旬
全国では7月に流行
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調査結果１-2： RSｳｲﾙｽ感染症患者年齢構成
新潟県 2018年～2022年

●2018年～2020年
2歳以下が全体の80%程度を占める。

この3年間は年齢構成割合に変化なし。

●2021年
3歳以上の割合が約2倍に増加。
0歳の割合半減。

2020年は流行せず、感受性者蓄積
し、2021年に感染者が増加。

●2022年
0歳の割合は前年に続いて少ない。

• 患者検体数 753検体
• RSウイルス検出数 81件(検出率10.8％)
• 疾患名別検出率

RSウイルス感染症 93.7％(検出数59件/検体数63件)
下気道炎 3.4％(13件/381件)
上気道炎 2.5％(6件/237件)
積極的疫学調査 4.2％(3件/72件)

8

調査結果2：患者検体からのRSｳｲﾙｽ検出状況
（2018年～2022年）
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RSV-A(ON1)
RSV-A(遺伝子型不明)
RSV-B(BA9)
RSV-B(遺伝子型不明)

調査結果2-2 ：RSV遺伝子型別検出数
2018年～2022年 月別
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・RSV-A、RSV-Bの二つのサブグループが1～2年毎に移り変わる傾向がある。
2018年の主な流行型はRSV-B。
2019年から2022年までの主な流行型はRSV-A。

（ ）は年間の総検出数
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RSV-A系統樹

①

②

① ②
 21-48632 Nagaoka 21Oct.
 OP320399 HRSV/A/Philippines/99087/2020
 21-48166 Nagaoka 21Sep.
 21-39959 Sado 21Aug.
 21-39958 Sado 21Aug.
 21-33667 Nagaoka 21Aug.
 21-28443 Nagaoka 21Jul.
 21-26975 Nagaoka 21Jun.
 21-24576 Nagaoka 21May

 20-0639 Sado 20Feb.
 20-1048 Sado 20Mar.

 19-826 Sado 19Aug.
 19-943 Sado 19Oct.

 KU950531 RSVA/Homo sapiens/USA/TH 10523/2013
 MK314085.1 TUN-1205 Cluster2

 16-1060 Sado 16Nov.
 19-797 Niigata 19Aug.

 18-628 Sado 18May
 LC699633 Fukushima OR343 2021

 19-856 Sanjo 19Sep.
 22-56374 Tookamachi 22Sep.
 22-67969 Nagaoka 22Dec.

 22-12561 Sado 22Jan.
 22-33967 Sado 22Jan.
 22-46689 Sado 22Jul.

 17-0773 Sado 17Aug.
 16-1090 Nagaoka 16Dec.
 17-891 Nagaoka 17Oct.
 17-0042 Sado 17Jan.
 17-120 Sado 17Feb.

 14-1114 Sanjo 14Aug.
 14-1410 Sado 14Dec.
 14-1432 Sanjo 14Dec.

 MW678419.1 HRSVA/TH/B37969/2020 Cluster3
 17-0035 Sado 17Jan.
 17-0450 Sado 17Mar.
 17-166 Sado 17Feb.

 ON67-1210A (jn257693) ON1
 13-1366 Ssdo 13Dec.
 14-0055 Sado 14Jan.
 14-0755 Sado 14May

 16-0810 Nagaoka 16Sep.
 15-0289 Sado 15Feb.
 16-0039 Sado 16Jan.

 15-0902 Sanjo 15Aug.
 14-1217 Sado 14Sep.
 14-1408 Sado 14Nov.
 14-1411 Sado 14Dec.
 14-1415 Sado 14Dec.
 15-0022 Sado 14Dec.

 MN630099 RSVA/USA/UAMS-DID-028/2016
 19-837 Kashiwazaki 19Sep.
 19-841 Kashiwazaki 19Sep.
 19-860 Sado 19Sep.

 OR287927 RSV-A/human/USA/WA-S23313/2020
 19-991 Nagaoka 19Nov.

 21-44303 Sado 21Aug.
 21-44306 Sado 21Aug.

 MW678566.1 HRSVA/TH/B38188/2020 cluster1
 19-763 Sado 19Aug.
 19-764 Sado 19Aug.

 13-0159 Sado 13Jan.
 14-0142 Sado 14Jan.

 13-0980 Niigata 13Aug.
 13-1080 Sado 13Sep.

 NG-016-04 (ab470478) NA1
 NG-082-05 (ab470479) NA2

 CH28 (af065256) GA2
 MO13 (af233911) GA3

 AL19452-2 (af233901) GA6
 CH17 (af065255) GA5

 SA98V603 (af344807) SAA1
 CH09 (af065254) GA4

 91142-Kor-1991(AF193305) G7
 NY108 (af233917) GA1
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RSV-B系統樹 ① ②

①

②

2017年
～
2021年

2013年
～
2017年

• RSV感染症の流行開始時期が早まり、夏季からの流行が確
認された。

• 2020年は新型コロナウイルス感染症の感染予防対策のため
か、ほとんど流行が見られなかった。2021年は患者数が増
加し、集計開始以降、最大の流行となった。

• 2021年の流行では、2歳以上の患者数の比率が高く、ほか
の年と年齢構成が異なっていた。

• 前年に流行せず、感受性者の蓄積があったことが、2021年
の大きな流行につながったと考えられた。
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まとめ１



• RSVサブグループの動向：2018年はRSV-Bが多かったが、
2019～2022年はRSV-Aが主な流行型であった。

• RSV G蛋白遺伝子解析：2018年以降、RSV-Aはすべて遺
伝子型ON1。RSV-Bはすべて遺伝子型BA9。

• 系統樹解析により、RSV-A、RSV-Bともに､遺伝子型は同
じでも、年によって少しずつ変異しながら流行を繰り返し
ていることが確認された。
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